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RI検査室では数十種類の異なる検査を行っています
RI（放射性同位元素）検査では、 PET検査とシングルフォトン検査（○○シンチ、○○SPECT）
があります。使用する放射性医薬品ごとに、体内で特定の部位に分布する特性を持ち、それぞれ
の特徴を利用して、さまざまな病気の診断や、体の機能の評価を行います。

がんや、炎症などの全身の広がりや
程度を調べることができます

● 検査前に検査予約票をご確認ください ●

検査の目的によって用いるお薬や、必要な注意事項、検査の
ための事前準備、手順、待機時間などが異なります。
検査によっては時間を空けて数回撮像したり、翌日以降に撮
像する場合もあります。
予約票には、検査内容に応じた注意事項が記載されています。
数日前からの注意事項がある場合もありますので、予約の時
点で確認をよろしくお願いします。

高額なお薬を無駄にしないためにも、
事前に、検査予約票をしっかり確認し
てね。

注意事項が守られていないと・・・

• 体の中の薬剤の分布が、想定している状況と異なるため
に、検査結果を信頼できなくなることがあります！

• 場合によってはその日に検査を受けることができません。

各臓器の血流や、機能を評価することで、
病気の診断や、治療方針を決めるために役立ちます
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